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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年10月8日(2015.10.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式の（　）ｗ内に表されるペンダント基を有する式（Ｉ）のポリマー
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【化１】

［式中、
　ＢＢは、１個または複数のペンダント基を有するポリマー主鎖であり、
　Ｘは、エステルであり、
　ｗは、該ポリマー主鎖に結合している、１～２０００の範囲のペンダント基の数であり
、
　ｙは、０または１であり、但し、少なくとも１モル％のペンダント基においてｙはゼロ
でなく、そして、但し、ｙが０であるとき、Ｘは、Ｘの原子価を満たすのに十分な様式で
末端基に結合しており、該末端基は、水素、アルキル、アリール、金属カチオン、または
アンモニウムカチオン、およびこれらの混合物から選択され、
　ｐは、１～１５の範囲の整数であり、
　Ｒ’およびＲ”は、それぞれ独立に、鎖状または分枝状のヒドロカルビル基であり、Ｒ
’およびＲ”中に存在する炭素原子を合わせた総数は、少なくとも１２であり、
　該ペンダント基を有するポリマーが、エステル化されたスチレン－無水マレイン酸コポ
リマーであり、該コポリマーの無水マレイン酸単位は、分枝状アルキルペンダント基を有
するアルコールでその後エステル化される］。
【請求項２】
　潤滑粘度の油と請求項１に記載のポリマーとを含む潤滑組成物。
【請求項３】
　潤滑剤の粘度指数を制御する方法であって、潤滑剤に請求項１に記載のポリマーを供給
することを含む、方法。
【請求項４】
　前記潤滑剤が、ギヤ油、車軸油、駆動軸油、トラクション油、手動変速機油、または自
動変速機油の少なくとも１種である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　許容される分散力特性、許容される剪断安定性、許容される粘度指数制御、および許容
される低温粘度の少なくとも１つを得るための、請求項１に記載のポリマーの潤滑剤中で
の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　カルボン酸モノマーの適切な例としては、無水イタコン酸、無水マレイン酸、メチルマ
レイン酸無水物、エチルマレイン酸無水物、ジメチルマレイン酸無水物、またはこれらの
混合物が挙げられる。
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